[image: image3.jpg]


（１１）
2016年1月の行事、活動などの結果
（１）SVリーグ2015年度後期大会（第7,8節）
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本 兵庫支部　　SVリーグ実行委員会　　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：1月6日（水）、17日（土）12:30～16:00　　　
    結果：1月17日終了時点での成績は次の通り。
	順位
	1位
	2位
	3位
	4位
	5位
	6位
	7位
	8位
	9位
	10位
	11位
	12位

	チーム名
	ALBC

-A 
	ﾀｯﾁｬｽﾞＣ 
	学園　B
	神戸ｸﾞﾘｰﾝ
	ﾀｯﾁｬｽﾞB
	ﾀｯﾁｬｽﾞA 
	兵庫車椅子
	KFBC


	学園　Ａ
	ALBC

-B
	ALBC

-C 
	中崎

	勝点
	 39
	  37
	 36
	 33
	 25
	 24
	24
	20
	  16
	  12
	  10
	  9

	点差
	+59
	+76
	+52
	+48
	-15
	+21
	-15
	+7
	-70
	-73
	-41
	-49


（２）中崎リーグの1月の結果
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時： 1月11日、18日  いずれも月曜日　12:30～17:00  
場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）

結果：
	
	1月11日
	1月18日

	1位
	松本明美(LB中崎)
	藤川辰美（ALBC）

	2位
	小野叶子（ALBC）
	樽井啓祐（BSC）

	3位
	藤川辰美（ALBC）
	神田　勉(LB中崎)


（３）Aリーグカップ2016年前期大会（第1,2節）
主催：ＢＪ兵庫支部　Ａリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：1月10日（日）、24日（日）12:45～16:00　
結果：1月24日終了時点での成績は次の通り
	
	A-1リーグ

	A-2リーグ

	１位
	山根英輝（ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ中崎）   28点
	合田洋子（学園ワイズ）      30点

	2位
	魚住弘治（ALBC）　　　　　27点
	中山　章（学園ワイズ）      27点
旭　吉功（ALBC）　　　　　27点

	3位
	藤崎政和（ALBC）          25点

入江和俊（ALBC）          25点
	児島久雄（兵庫車椅子）      76点


（４）Ｍリーグ2015年後期大会（第7,8節）
主催：ＢＪ兵庫支部　Mリーグ実行委員会
場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：1月17日（日）、31日（日）12:30～16:00
競技内容：チーム編成は当日の抽選にて決定。参加人数によりペアーズ、トリプルズ、

フォアーズ戦を行う。一人4球×8エンド戦を2ゲーム行う。

ポイントの計算方法は、｛勝ちエンド数×１ポイント+ゲーム勝利のとき2ポイント（引き分けなら1ポイント）｝

結果： 1月31日終了時点での成績は次の通り。
	
	M-1リーグ

	M-2リーグ

	1位
	篠崎忠孝（BSC）　　　　　　　85点
	水野恵二郎（ひよどりクラブ）　 64点　

	2位
	吉田利男（SC生涯ｽﾎﾟｰﾂ）      83点
	宮北　茂（神戸ボウルズ）       61点

	3位
	大杖　昇（神戸グリーン）　　　81点
	中山　章（学園都市ワイズ）     59点


（５）垂水健康公園合同練習会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部　[担当委員：船引、奥田、植松]  
　　　　　日時：1月12日（火）9時～13時
      場所：神戸市立垂水健康公園テニスコート
      結果：13名が参加し、ペアーズ戦を2ゲーム行った。　　
（６）中部経済新聞がローンボウルズの紹介記事を掲載

　　　　　1月9日（土）朝刊の14面の「クリエイティブライフ」欄に紙面の半分を占める大きなスペースでローンボウルズの紹介記事が掲載されました。あとのページに記事をスキャンしたものを貼り付けましたのでご覧ください。

　　　　同記事の取材にはＢＪ小田洋之監事（愛知ボウルズクラブ）が協力されました。
（７）2016ウインター・インドア・ローンボウルズ大会
主催：兵庫県生涯スポーツ連盟 
　　　　　日時：1月24日（日）
      場所：兵庫県立障碍者スポーツ交流館（神戸市）体育館
      　　内容：障碍者およびその家族と、さらに一般のローンボウルズ愛好者も加えて
　　　　　　　　男女不問のトリプルズ大会を行った。チーム編成は、当日に抽選で決定した。

　　　　　　　　大会の様子は、Challenged Athlete Projectチームが運営しているウエブサ

イトhttps://www.challeath.com/detail.pho?rid=130 に掲載されている。

          結果：1位　大杉正樹、片井弘行、松岡　脩

　　　　　　　　2位　川村信子、西田繁雄、杉浦由美子
　　　　　　　　3位　山外芳敬、郭　善芳、松本道徳

（８）2015年度アジア地域選手権大会 の結果
          主催：アジア地域ローンボウルズ連盟

　　　　　主管：ブルネイ・ローンボウルズ協会
日時：平成28年１月23日（土）～2月1日（月）　
場所：ブルネイ国立スポーツ競技場

参加国：中国、香港、マカオ、日本、シンガポール、マレーシア、ブルネー、タイ、
インド、スリランカ、パキスタン　11か国（フィリッピンとUAEが不参加）
競技種目：男女別にそれぞれシングルス、ペアーズ、トリプルズ、フォアーズ

結果：予選ラウンド
	種目
	男子ペアーズ 予選ﾗｳﾝﾄﾞ
	男子トリプルズ予選ﾗｳﾝﾄﾞ
	男子シングルス予選ﾗｳﾝﾄﾞ

	選手名
	斉藤紀治（腰痛で2ゲームは森と交替）、 

依田成史（スキップ）
	宮北　茂（リード）

船引啓吾（セカンド）

安部　宏（スキップ）
	依田成史

	
	対戦相手

(予選通過順位）
	対戦結果
	対戦相手

(予選通過順位）
	対戦結果
	対戦相手

(予選通過順位）
	対戦結果

	成績
	タイ     (1)
	×11：29
	インド   (1)
	× 5：27
	ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ (1)
	× 6：21

	
	ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ (2)
	× 5：27
	タイ     (2)
	× 2：34
	ブルネー (2)
	× 7：21

	
	香港     (3)
	× 6：20
	中国     (3)
	○18：13
	タイ     (3)
	× 6：21

	
	インド   (4)
	× 9：20
	ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ (4)
	× 6：25
	中国     (4)
	× 9：21

	
	マカオ   (5)
	×11：29
	日本     (5)
	
	日本     (5)
	

	
	日本     (6)
	
	
	
	
	

	総括
	５戦全敗で最下位
	1勝３敗で最下位
	4戦全敗で最下位


	種目
	男子フォアズ 予選ﾗｳﾝﾄﾞ
	女子トリプルズ予選ﾗｳﾝﾄﾞ

	選手名
	宮北（リード）、船引（セカンド）

安部　宏（サード）

森　紘一（スキップ）
	野上京子（リード）

垣内紀子（セカンド）

森　弘子（スキップ）

	
	対戦相手

(予選通過順位）
	対戦結果
	対戦相手

(予選通過順位）
	対戦結果

	成績
	インド   (1)
	× 7：27
	ﾏﾚｰｼｱ    (1)
	× 3：29

	
	香港     (2)
	×12：15
	インド   (2)
	×12：15

	
	タイ     (3)
	×10：16
	中国     (3)
	×13：17

	
	マカオ   (4)
	○17： 8
	日本     (4)
	

	
	日本     (5)
	
	
	

	
	ﾊﾟｷｽﾀﾝ   (6)
	× 6：16
	
	

	総括
	1勝5敗で5位
	3戦全敗で最下位


	種目
	女子ペアーズ 予選ﾗｳﾝﾄﾞ
	女子フォアズ 予選ﾗｳﾝﾄﾞ
	女子シングルス予選ﾗｳﾝﾄﾞ

	選手名
	西條和子（リード）
松岡　緑（スキップ）


	野上（リード）、西條（セカンド）、森（サード）、
垣内（スキップ）
	松岡　緑

	
	対戦相手

(予選通過順位）
	対戦結果
	対戦相手

(予選通過順位）
	対戦結果
	対戦相手

(予選通過順位）
	対戦結果

	成績
	タイ     (1)
	× 6：18
	ﾏﾚｰｼｱ    (1)
	×12：22
	香港     (1)
	×16：17

	
	日本     (2)
	
	香港     (2)
	× 4：16
	ブルネー (2)
	○18：17

	
	香港     (3)
	○14：11
	マカオ   (4)
	× 6：16
	日本     (3)
	

	
	中国     (4)
	○15：12
	日本     (4)
	
	マカオ   (4)
	○15：11

	
	
	
	
	
	ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ (5)
	×18：19

	総括
	2勝1敗の2位で決勝プレーオフに進出
	3戦全敗で最下位
	2勝2敗の3位で決勝プレーオフに進出


結果：決勝ラウンド

　　　女子ペアーズは、プレーオフで再び香港と対戦し、今度は５：１７でリベンジ
　　され、メダル獲得は逃した。香港は最終的に準優勝を獲得した。優勝はマレーシア。

　　　女子シングルスは、プレーオフでインドを１９：１０で圧倒的に破り準決勝に進出。
　　ここで、マレーシアのザリーナ選手と対戦し７：２１で敗れた。ザリーナ選手は

　　最終的に優勝し、準優勝はブルネーのベル・チューチュー選手（この選手には予選ラ

ウンドで勝っている）が入り、松岡選手と香港のカミラ・レオング選手が第3位と

なり銅メダルを獲得した。

その他：あとのページに会員投稿記事を掲載している。
　　
2016年2月以降の計画、予定
（１）SVリーグ2015年度後期大会(第9,10節)

主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本 兵庫支部　　SVリーグ実行委員会　　　

リーダー： 神戸タッチャーズ、会計： 兵庫車椅子クラブ、記録：ＡＬＢＣ　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：2月3日（水）、20日（土）12:30～16:00　　　

　　競技内容：ペアーズ戦を２ゲーム行う。一人４球×10エンドまたは75分時間制の併用

（２）Aリーグカップ2016年前期大会(第3,4節)

主催：ＢＪ兵庫支部　Ａリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：2月7日（日）、21日（日）12:45～16:00　

参加申込み：事前申込みは不要。当日、会場への来場で可。参加費：一人200円。

            チーム編成は当日の抽選にて決定。
（３）Ｍリーグ2015年後期大会(第9,10節) 
主催：ＢＪ兵庫支部　Mリーグ実行委員会
場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：2月14日（日）、28日（日）12:30～16:00　 
競技内容：チーム編成は当日の抽選にて決定。参加人数によりペアーズ、トリプルズ、

フォアーズ戦を行う。一人4球×8エンド戦を2ゲーム行う。

ポイントの計算方法は、｛勝ちエンド数×１ポイント+ゲーム勝利のとき2ポイント（引き分けなら1ポイント）｝

参加申込み：事前申込みは不要。当日、会場への来場で可。参加費：一人200円。
            チーム編成は当日の抽選にて決定。
（４）中崎リーグの2月の開催予定
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時： 2月1日(月)、15日（月） 

いずれも　12:30～17:00  （雨天の場合は次週に順延）
場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）
　　　　　募集人員：max.24名（当日自由参加）。組み合わせは、当日抽選により決定。 
（５）垂水健康公園合同練習会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部　[担当委員：船引、奥田、植松]  　
　　　　　日時：2月9日（火）9時～13時
      場所：神戸市立垂水健康公園テニスコート
      内容：参加人数によりペアーズ戦またはトリプルズ戦にて3～4ゲームを行う。
　　　　　　　　チーム編成は、当日朝の抽選により決定する。　 
（６）兵庫支部　第17回運営委員会開催
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部　
　　　　　日時：2月13日（土）9時～12時
      場所：しあわせの村ひよどり研修室
      議題：2016年度行事計画の審議その他　　　　　　　　　　  　 
（７）アンパイヤー（レベル１）資格認定および更新講習会（関東地区）の開催予定
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本　技術・競技部
　　　　　日時： 2月27日(土)　 10:00～18:00（座学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆記用具およびルールブックを持参すること

28日（日）9:00～17:00（実習および座学） 

　　　　　　　　ローンボウルズの服装で来ること

　　　　　　　　筆記用具およびルールブックを持参すること
場所：横浜市YC&AC　集会室（座学）
　　　　　　　　　　　およびローンボウルズグリーン（実習）

参加費：当日徴収　　　　更新対象者は1,000円、新規取得対象者は2,000円
（８）ＵＡＥ（アラブ首長国連邦）からローンボウルズ・ツアーが来神
　　　　　第2回ジャパンオープン（2011年 神戸）および第4回ジャパンオープン（2015年 横浜）

　　　　に参加実績のあるＵＡＥから7名のボウラー（男性ばかり）がローンボウルズ交流ツアー

として次の通り来神して各クラブと交流ゲームを持つことになった。

	月日
	 行事
	 会場
	 記事

	2月20日
（土）
	関空到着
ホテル・チェックイン
	
	舞子ビラホテルに宿泊

	2月21日

（日）
	10:00-12:00 交流ゲーム-1

13:00-16:00交流ゲーム -2
	しあわせの村
	主として神戸グリーン
倶楽部と交流

	2月22日

（月）
	10:00-12:00交流ゲーム-3

13:00-16:00交流ゲーム-4
	明石公園
	主として神戸タッチャーズ

、学園都市クラブと交流

	2月23日

（火）
	オフ (市内観光)
	
	

	2月24日

（水）
	10:00-12:00交流ゲーム-5

13:00-16:00交流ゲーム-6
	明石公園
	主としてＡＬＢＣと交流

	2月25日

（木）
	ホテル・チェックアウト

関空から出発
	
	


会員からの投稿
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第11回アジア地域選手権大会（ブルネー）に参加しての報告と
今後の競技力アップについて思うこと
日本選手団マネージャー　　森　紘一

ブルネーでは連日30℃以上の猛暑のなかでのプレーにあえぎ、帰国したら４℃というそのギャップの大きさに身体がビックリしている。
会場はブルネー国際空港からバスで30分ほどの近距離にある国立総合競技場の中にある人工芝屋外グリーン（40×40ｍ×2リンク）で、夜間照明施設や階段式観覧席もある立派なもの。グリーンスピードは、毎朝計測していたがほぼ13秒から15秒で、明石グリーンよりやや軽い。
宿泊ホテルも繁華街（王宮などがある）もいずれも車で15分ほどの近距離にある（もっともブルネー王国そのものが三重県ほどの面積しかなく、総人口も42万人ほどという小規模の国家であるので当然かも）ので便利といえば便利であるが、タクシーがブルネー王国全体で40台しかないとのことでこれを使うことができず、移動は主催元が手配しているチャーターバスだけに限られて、その点において不便であった。
　1月24日の開会式にはブルネー王国のスポーツ・教育大臣と参加各国の大使・領事などが出席しており、そのおかげで日本チームは伊岐典子日本大使から29日の夜に大使公邸で開催された新年賀詞交換会（ブルネー在住主要日本人約50名が出席）に招待され、全員の前で紹介され激励された。
　さて、肝心の競技成績であるが、前ページに詳細記録を掲載している通りで、松岡　緑選手（オーストラリア・ニュートラベルベイ・クラブ）の女子シングルス種目の銅メダル獲得以外にはかんばしいものは無く、残念な結果であった。総合的な競技力においてアジア各国チームは漸進しつつあり、
日本チームとの差が開きつつあるとの危機感を抱いた。
従来はアジア地域では、マレーシアが金メダルを独占するのが常態であったが、最近は各国がマレーシアを脅かす傾向が増えている。下表は今回の大会におけるメダル獲得数である。
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ちなみに、昨年末のアジア太平洋選手権大会において日本チームは、主としてオーストラリア在住会員の力により４種目の世界選手権大会への出場権を獲得したのであるが、アジアの他の国を見るとマレーシアは全8種目、香港は8種目中の６種目、ブルネーは5種目、フィリッピンは4種目、シンガポールは3種目の出場権を獲得しているので、日本としてもこれで満足してはいられない。
ローンボウルズというスポーツはご承知の通り、友好・交流・エンジョイの社交スポーツという面とシビアに成績を競う競技スポーツという面との2つが共存しているスポーツであり、BJの活動はどちらかと言えば健康・福祉増進のための社交スポーツとしての普及の面にウエイトがあるとも言えるが、しかしローンボウルズの普及・発展のために国や地方自治体や企業などからいろいろな面での
サポートやバックアップを得やすくするためには国際大会等で優れた成績を挙げることで知名度をあげることはたいへん有効で、重要な手段である。つまり、良い成績をあげればスポンサーも付きやすいが、弱いスポーツではスポンサーもつきにくいということである。

国際大会等での競技力をあげるための強化・訓練施策は対象者が狭くるので難しいことではあるが、これはこれで上に書いたような意味からBJとしておろそかには出来ないものであると考える。
別件になるが、大会期間中に開催されたアジア地域ローンボウルズ連盟の理事会において、第12回のアジア選手権大会は2017年にインドをホスト国として開催することが決定された。また表彰式で優勝者に授与される持ち回りの優勝カップが15年間使用して傷みがひどいために更新することになり、その費用は加盟13か国で均等負担することが承認・決定された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）
写真は　女子シングルスで表彰台に上がった松岡　緑選手と、掲揚された日本国旗である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年2月4日（通巻第129号）


ボウルズ・ジャパン　ブリテン


　　　　　　　　　　　発行元：認定NPO法人ローンボウルズ日本　総務部
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